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摘
　
　
要

本
稿
で
は
、
鹿
島
長
行
の
四
種
類
の
和
歌
詠
草
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
成
立
と
相
互
関
係
に
つ
き
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
近
世
後
期
に
米
子
の
豪
商
と

し
て
栄
え
た
鹿
島
家
（
鹿
島
本
家
）
の
九
代
・
鹿
島
長
行
に
よ
り
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
和
歌
草

稿
で
あ
る
。
長
行
は
主
に
鹿
島
家
で
行
わ
れ
た
二
十
種
の
歌
会
・
歌
合
を
集
成
し
た
『
無
題
歌
合
集
』
を
嘉
永
七
年
春
に
成
立
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
同

年
夏
、『
甲
寅
夏　

詠
草
』
を
編
ん
だ
。
そ
の
後
、
安
政
二
、三
年
頃
ま
で
に
『
和
歌
雑
集
』、『
和
歌　

長
行
』
が
前
後
し
て
成
り
、
さ
ら
に
『
和
歌　

長
行
』

を
整
理
・
増
補
し
て
安
政
四
年
に
『
採
風
集
二
編
料
』
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
鹿
島
家　

鹿
島
長
行　

米
子
歌
壇　

類
題
和
歌
集

一
　
は
じ
め
に

　

稿
者
は
近
年
、
幕
末
期
の
米
子
歌
壇
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
活
動
の
中
心
と
な
っ

た
鹿
島
家
の
歌
人
と
和
歌
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
・
考
察
を
続
け
て
き
た
。
特
に

鹿
島
本
家
九
代
の
鹿
島
長
行
の
編
集
・
作
成
し
た
書
物
に
は
重
要
な
も
の
が
多

く
、『
嘉
永
六
年
十
一
月
十
日
鹿
島
家
歌
合
』『
無
題
歌
合
集
』
を
翻
刻
・
紹
介
す

る
と
と
も
に
、『
無
題
歌
合
集
』
の
分
析
を
通
し
て
鹿
島
家
歌
会
・
歌
合
と
米
子
歌

壇
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た）

1
（

。
ま
た
、
鹿
島
長
行
が
安
政
四
年
刊
の
『
類
題
採

風
集
』
二
編
に
投
稿
し
た
際
の
草
稿
で
あ
る
『
採
風
集
二
編
料
』『
甲
寅
夏　

詠

草
』
の
翻
刻
紹
介
も
行
っ
た）

2
（

。

　

鹿
島
長
行
の
作
成
し
た
和
歌
関
係
の
書
物
と
し
て
は
、
右
の
他
に
和
歌
詠
草
で

あ
る
『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
稿
者
も

数
年
前
に
一
見
し
た
が
、
本
文
の
な
い
頁
も
多
く
、
後
述
す
る
書
物
の
体
裁
か
ら

は
詠
歌
の
備
忘
録
的
な
も
の
の
よ
う
に
見
え
、
さ
ほ
ど
重
要
な
著
作
と
は
み
な
し

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
時
そ
の
翻
刻
作
業
を
行
っ
た
結
果
、
長
行
の
作
歌
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と
類
題
和
歌
集
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
さ
せ
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
昨
年
翻
刻
・
紹
介
し
た
『
採
風
集
二
編
料
』『
甲
寅
夏　

詠
草
』

と
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
以
下
、
鹿
島

長
行
の
こ
れ
ら
和
歌
詠
草
四
種
の
相
互
関
係
と
成
立
時
期
・
過
程
に
つ
い
て
、
稿

者
が
現
時
点
で
得
て
い
る
理
解
を
述
べ
て
み
た
い）

3
（

。
ま
た
、
鹿
島
長
行
に
つ
い
て

の
考
察
が
進
む
に
つ
れ
、
稿
者
が
従
来
公
に
し
た
見
解
に
関
し
て
訂
正
を
要
す
る

点
も
生
じ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
以
下
、
論
述
し
た
い
。

二
　『
無
題
歌
合
集
』
所
収
の
歌
会
・
歌
合
の
成
立
年
次
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
本
稿
で
の
以
下
の
考
察
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
稿
者
が
以
前
、

鹿
島
長
行
の
編
集
し
た
『
無
題
歌
合
集
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
提
示
し
た
見
解

に
つ
い
て
訂
正
を
加
え
て
お
き
た
い）

4
（

。『
無
題
歌
合
集
』
は
、
鹿
島
長
行
が
幕
末

に
主
に
鹿
島
家
で
行
わ
れ
た
二
十
度
の
歌
会
・
歌
合
を
記
録
し
た
書
物
で
あ
り
、

重
複
歌
を
含
め
一
〇
一
四
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
二
十
種
の
歌
会
・
歌
合
に
は

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
、
冒
頭
に
歌
会
・
歌
合
の
月
日
、
場
所
、
題
、
判
者
等
が

簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
。（
便
宜
上
、
収
録
さ
れ
た
順
に
丸
数
字
を
付
す
）

　

①
神
無
月
朔
日
略
会
詠
歌
青
々
庵

　

②
お
な
じ
く
十
九
日
略
会　

滄
廼
舎

　

③
お
な
じ
く
廿
八
日
略
会
虎
嘯
軒
く
さ
〴
〵

　

④
霜
月
二
日
略
会　

日
孝

　

⑤
兼
題　

橋
上
霜　

古
蔭
撰

　

⑥
兼
題　

鷹
狩　

古
蔭
喜
蔭
両
撰

　

⑦
兼
題　

閑
居
夢　

古
蔭
撰

　

⑧
兼
題　

馬　

古
蔭
撰

　

⑨
兼
題　

冬
暁
月

　

⑩
網
代

　

⑪
埋
火　

寄
山
恋

　

⑫
題　

立
春　

社
頭
松

　

⑬
雪
中
若
菜

　

⑭
山
家
鴬

　

⑮
田
家
梅

　

⑯
九
月
末
つ
か
た　

喜
蔭
撰

　

⑰
遠
山
雪　

喜
蔭
武
彦
両
撰

　

⑱
喜
蔭
武
彦
両
評

　

⑲
題　

朝
落
葉　

炭
竃　

橋　

喜
蔭
評

　

⑳
兼
題　

立
春　

喜
蔭
武
彦

こ
れ
ら
二
十
の
歌
会
・
歌
合
の
年
次
に
つ
き
、
稿
者
は
前
稿
で
次
の
よ
う
に
考
え

て
い
た
。
つ
ま
り
、『
無
題
歌
合
集
』
で
は
、
⑪
の
末
尾
に
「
嘉
永
六
と
せ
の
う

し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
①
〜
⑪
ま
で
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
十
月

か
ら
十
二
月
、
⑫
〜
⑲
は
翌
嘉
永
七
年
（
十
一
月
二
十
七
日
に
改
元
し
て
安
政
元

年
）、
⑳
は
月
日
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
⑰
・
⑲
の
歌
合
が
主
に
冬
題
で
あ
る

の
に
対
し
、
立
春
か
ら
始
ま
る
四
季
題
で
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
、
年
の
明
け

た
安
政
二
年
正
月
の
も
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
歌
会
／
歌
合
の

別
、
判
者
の
違
い
や
参
加
歌
人
の
傾
向
等
か
ら
右
を
三
期
に
分
け
、

　
一
期 　

①
〜
④　

嘉
永
六
年
十
月
一
日
〜
十
一
月
二
日　
　
「
歌
会
」
が
、
参

加
す
る
歌
人
の
持
ち
回
り
で
開
く
場
所
を
決
め
て
行
わ
れ
て
い
た
時
期

　

二
期 　

⑤
〜
⑮　

嘉
永
六
年
十
一
月
〜
七
年
春　

小
谷
古
蔭
を
指
導
者
に
迎

え
、「
歌
合
」
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期

　

三
期 　

⑯
〜
⑳　

嘉
永
七
年
九
月
〜
安
政
二
年
正
月　

佐
々
木
喜
蔭
・
中
林
武

二
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彦
を
判
者
と
し
て
「
歌
合
」
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期

と
考
え
た
。

　

た
だ
し
、
前
稿
で
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
た
よ
う
に
、
前
稿
で
は
各
歌
人
の

類
題
和
歌
集
へ
の
入
集
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
、
鹿
島
家
歌
会
・
歌
合
で

詠
ま
れ
た
歌
が
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
形
で
当
時
の
類
題
集
に
採
ら
れ
て
い
る

か
の
調
査
が
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
、
鹿
島
長
行
の
類
題
集
入
集
歌
を
『
無
題

歌
合
集
』
所
収
歌
と
付
き
合
わ
せ
て
い
く
中
で
、
右
の
私
見
を
訂
正
す
べ
き
事
例

が
確
認
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
別
稿
に
て
論
じ
た
い
が
、
鹿
島
長
行
は
嘉
永
七
年
刊

の
『
類
題
鴨
川
集
』
五
郎
集
に
八
首
入
集
し
て
お
り
、
そ
の
中
の
三
首
が
『
無
題

歌
合
集
』
所
収
歌
と
一
致
す
る
。
こ
の
三
首
を
以
下
便
宜
上
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
し

て
掲
げ
る
。

　

Ａ
き
り
〴
〵
す
な
く
ね
さ
び
し
き
夕
暮
に
を
の
ゝ
し
の
原
小
雨
ふ
る
な
り

	

（
類
題
鴨
川
集
・
五
郎
集
・
秋
・
六
ウ
）

　
　

↓
無
題
歌
合
集
⑯
「
九
月
末
つ
か
た　

喜
蔭
撰
」
五
、三
〇
（
重
出
）

　

Ｂ
ふ
る
雪
に
松
や
う
も
る
ゝ
す
み
が
ま
の
け
ぶ
り
を
め
ぐ
る
夕
が
ら
す
か
な

	

（
同
・
冬
・
一
七
オ
）

　
　

↓
無
題
歌
合
集
⑲
「
題	

朝
落
葉	

炭
竃	

橋	

喜
蔭
評
」
二
六
・
七
六
（
重
出）

5
（

）

　

Ｃ
雨
そ
ゝ
ぐ
軒
の
む
ら
竹
風
過
ぎ
て
ま
く
ら
に
お
つ
る
か
ね
の
お
と
か
な

	

（
同
・
雑
・
三
二
ウ
）

　
　

↓
無
題
歌
合
集
⑮
「
田
家
梅
」
五
四

稿
者
の
前
稿
の
考
察
に
従
え
ば
、
Ａ
は
三
期
で
嘉
永
七
年
九
月
末
、
Ｂ
は
三
期
で

嘉
永
七
年
冬
、
Ｃ
は
二
期
で
嘉
永
七
年
春
の
歌
と
な
り
、
Ａ
・
Ｂ
が
『
類
題
鴨
川

集
』
五
郎
集
の
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
と
齟
齬
を
生
じ
る
。『
鴨
川
集
』
五
郎
集
に

は
刊
記
が
な
い
が
、
序
文
末
に
「
嘉
永
七
と
せ
と
い
ふ
と
し　

春
む
つ
き　

桂
有

影
」
と
あ
る
た
め
、
嘉
永
七
年
中
の
刊
行
と
み
ら
れ）

6
（

、
序
文
に
記
載
の
あ
る
同
年

正
月
か
ら
八
ヶ
月
以
上
も
過
ぎ
た
九
月
末
や
冬
に
詠
ま
れ
た
歌
が
同
集
に
入
集
し

た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

こ
の
た
め
、
前
稿
で
提
示
し
た
三
期
の
区
分
に
は
見
直
し
が
必
要
に
な
る
が
、

た
だ
し
、
稿
者
は
一
期
・
二
期
の
歌
会
・
歌
合
が
嘉
永
六
年
十
月
〜
翌
七
年
春
に

行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
は
不
都
合
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
先
述
し

た
よ
う
に
、
⑪
の
末
尾
に
「
嘉
永
六
と
せ
の
う
し
」
と
あ
る
記
述
を
疑
う
必
要
は

な
く
、
ま
た
⑫
「
題　

立
春　

社
頭
松
」
は
歌
合
本
文
の
後
に
判
者
・
小
谷
古
蔭

の
次
の
歌
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

年
内
立
春
の
又
の
と
し
の
元
日
に

　
　

年
の
内
の
春
は
春
と
も
知
ら
ざ
り
き
あ
な
す
が
す
が
し
今
朝
の
こ
ゝ
ろ
の

昨
年
は
旧
年
中
の
立
春
で
新
年
と
い
う
実
感
が
な
か
っ
た
が
、
今
年
の
元
日
は
新

年
立
春
な
の
で
心
か
ら
新
年
を
迎
え
た
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
の
意
で
あ
る
。
こ
れ

に
該
当
す
る
年
を
こ
の
頃
に
求
め
る
た
め
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
〜
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
の
正
月
一
日
が
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
日
で
は
ど
の
月
日

に
当
た
る
か
を
確
認
す
る）

7
（

。
立
春
は
毎
年
二
月
四
日
頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
正
月
一
日
が
前
年
の
十
二
月
に
く
る
年
内
立
春
か
、
元
日
以
後
に
く
る
新

年
立
春
か
を
判
断
し
て
そ
の
後
に
示
す
。

　
　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）　

一
月
二
十
一
日　

新
年
立
春

　
　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）　

二
月
八
日　
　
　

年
内
立
春

　
　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）　

一
月
二
十
九
日　

新
年
立
春

　
　
（
↓
十
一
月
二
十
七
日
改
元
、
安
政
元
年
）

　
　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）　

二
月
十
七
日　
　

年
内
立
春

こ
れ
を
見
る
と
、
前
年
が
年
内
立
春
、
今
年
は
新
年
立
春
と
い
う
古
蔭
の
歌
の
内

容
に
合
致
す
る
の
は
、
嘉
永
七
年
の
場
合
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
古
蔭
の
こ
の

歌
は
嘉
永
七
年
の
元
日
に
詠
ん
だ
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二
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し
た
が
っ
て
、『
無
題
歌
合
集
』
の
一
・
二
期
の
①
〜
⑮
ま
で
は
嘉
永
六
年
十
月

〜
翌
七
年
春
ま
で
の
歌
会
・
歌
合
の
歌
が
お
そ
ら
く
年
次
順
に
収
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
問
題
は
三
期
で
あ
る
。
前
稿
で
は
二
期
の
全
て
の
歌
合
で
判

者
を
務
め
た
小
谷
古
蔭
（
た
だ
し
⑥
は
古
蔭
と
佐
々
木
喜
蔭
の
共
判
）
が
嘉
永
七

年
春
以
後
に
米
子
を
去
り
、
同
年
九
月
末
か
ら
佐
々
木
喜
蔭
・
中
林
武
彦
を
判
者

と
し
て
鹿
島
家
で
歌
合
が
再
開
さ
れ
、
そ
れ
が
翌
安
政
二
年
春
ま
で
続
い
た
と
推

測
し
て
い
た
。
し
か
し
、『
無
題
歌
合
集
』
に
嘉
永
七
年
刊
『
鴨
川
集
』
五
郎
集

の
入
集
歌
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
に
抵
触
す
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
合
理
的
に
解
決
す
る
試
案
と
し
て
は
、
三
期
の
歌
合
が

一
・
二
期
と
相
重
な
る
時
期
に
行
わ
れ
て
お
り
、
歌
合
の
判
者
の
違
い
に
よ
り
前

後
に
分
け
て
記
録
し
た
と
み
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
前
稿
で
考
察
し
た
よ

う
に
、
二
期
と
三
期
と
で
は
判
者
だ
け
で
な
く
歌
合
へ
の
参
加
歌
人
と
そ
の
人
数

に
も
違
い
が
あ
る
が
、
歌
人
と
し
て
著
名
な
小
谷
古
蔭
と
、
米
子
歌
壇
の
重
鎮
で

は
あ
っ
て
も
さ
ほ
ど
知
名
度
は
高
く
な
い
佐
々
木
喜
蔭
・
中
林
武
彦
が
判
者
を
務

め
る
時
と
で
は
参
加
者
に
違
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い）

8
（

。
以
上
の
こ
と
か

ら
、『
無
題
歌
合
集
』
に
収
め
ら
れ
た
歌
会
・
歌
合
は
、
嘉
永
六
年
九
月
末
か
ら

翌
七
年
春
ま
で
の
も
の
と
み
ら
れ
る
と
訂
正
し
た
い
。『
鴨
川
集
』
五
郎
集
の
序

文
に
嘉
永
七
年
春
正
月
と
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
鹿
島
長
行
は
お
そ
ら
く
そ

れ
か
ら
さ
ほ
ど
時
が
経
た
な
い
時
点
で
『
無
題
歌
合
集
』
所
収
歌
を
含
む
詠
歌
を

ま
と
め
、
投
稿
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

三　

鹿
島
長
行
の
和
歌
詠
草
四
種
に
つ
い
て

　

以
下
本
稿
で
は
、
鹿
島
長
行
の
四
種
類
の
和
歌
詠
草
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
成

立
と
相
互
の
関
係
に
つ
き
考
察
し
て
い
く
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
ま
ず
本
節
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

　

こ
の
四
種
類
の
和
歌
詠
草
は
い
ず
れ
も
鹿
島
長
行
の
自
筆
資
料
で
、
米
子
市
立

町
の
鹿
島
恒
勇
家
（
鹿
島
本
家
）
旧
蔵
、
現
在
は
米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
の
所
蔵

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
書
物
の
体
裁
・
内
容
・
作
成
の
目
的
か
ら
み
て
、
長
行
が

『
類
題
採
風
集
』
二
編
（
安
政
四
年
刊
）
に
和
歌
を
投
稿
す
る
際
の
資
料
と
な
っ
た

『
採
風
集
二
編
料
』『
甲
寅
夏　

詠
草
』
と
、
長
行
が
自
詠
の
記
録
・
整
理
の
た
め

の
草
稿
と
し
た
と
み
ら
れ
る
『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』
に
分
け
て
理
解
す

る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
、
そ
の
順
に
説
明
す
る）

9
（

。

⑴
『
採
風
集
二
編
料
』『
甲
寅
夏　

詠
草
』
に
つ
い
て

『
採
風
集
二
編
料
』

（
写
真
1
）

二
二

鹿
島
長
行
の
和
歌
詠
草
四
種
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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〔
整
理
番
号
〕
米
子
市
教
育
委
員
会
整
理
番
号
「
Ｃ
1
Ｍ
Ｇ　

〇
二
三
一
」

〔
表
紙
〕　

縦
二
八
・
二
糎
×
横
二
〇
・
四
糎　

本
文
共
紙　

無
地

〔
外
題
〕	　

表
紙
中
央
に
「
黒
澤
翁
満
大
人
撰　

採
風
集
二
編
料
」
と
直
書　

そ
の

左
下
に
「
は
ゝ
き
の
国
米
子　

鹿
嶋
治
郎
右
衛
門　

長
行
上
」
と
国
所
と

作
者
の
名
を
記
す

〔
体
裁
〕　

袋
綴
写
本
一
冊　

大
本
よ
り
や
や
大
き
な
書
型　

楮
紙

〔
本
文
〕　

一
面
八
行　

和
歌
一
首
一
行
書
き

〔
丁
数
〕　

全
二
二
丁
（
全
丁
墨
付
）

〔
構
成
〕　	

部
立
は
な
く
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
（
恋
歌
を
含
む
）
の
順
に

二
一
七
首
を
収
め
る

〔
備
考
〕

　

鹿
島
長
行
が
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊
、
黒
澤
翁
満
撰
『
類
題
採
風
集
』
二

編
に
投
稿
す
る
和
歌
を
ま
と
め
た
資
料
で
あ
る
。
表
紙
見
返
し
に
は
、「
古
樹
下

見
白◯
印
廿
八
首
ヤ
リ
タ
リ　

十
月
頃
ニ
ハ
出
来
ニ
候
」
と
あ
り
、
米
子
の
歌
人
で

『
類
題
採
風
集
』
二
編
の
序
文
を
書
い
た
中
林
古
樹
が
、
長
行
の
投
稿
前
に
本
書

の
下
見
を
行
い
、
白◯
印
も
付
し
た
こ
と
が
分
か
る
。『
類
題
採
風
集
』
二
編
の
刊

記
に
安
政
四
年
十
一
月
と
あ
る
こ
と
と
の
対
応
を
考
え
る
と
、
本
書
は
同
年
十
月

以
前
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
書
に
は
、
し
ば
し
ば
本
文
と
は
別
筆
で
、

和
歌
に
合
点
や
種
々
の
符
号
、
抹
消
線
や
語
句
の
修
正
等
が
書
き
込
ま
れ
て
お

り
、
長
行
が
『
採
風
集
』
二
編
へ
の
投
稿
に
当
た
っ
て
、
複
数
の
者
に
よ
る
下
見

や
添
削
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
地
方
歌
人
の
全
国
的
な
類
題
和

歌
集
へ
の
投
稿
の
実
態
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

『
甲
寅
夏
　
詠
草
』

（
写
真
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
3
）

　〔
整
理
番
号
〕
米
子
市
教
育
委
員
会
整
理
番
号
「
Ｃ
1
Ｍ
Ｇ　

〇
二
四
〇
」

〔
表
紙
〕　

縦
一
三
・
三
糎
×
横
一
八
・
〇
糎　

本
文
共
紙　

無
地

〔
外
題
〕	　

表
紙
中
央
に
「
詠
草
」
と
直
書
、
右
上
に
「
甲
寅
夏
」、
左
下
に
「
長

行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
朱
筆
で
「
詠
草
」
の
字
の
右
に
「
採
風
集
二

篇
料
」
と
書
か
れ
、
作
者
の
所
に
も
朱
筆
で
「〈
国
所
〉〈
鹿
嶋
〉
長
行

〈
上
〉〈
御
印
可
下
候
〉」
と
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
（〈	

〉
内
が
朱
筆
）

〔
体
裁
〕　

袋
綴
写
本
一
冊　

横
中
本
ほ
ど
の
大
き
さ　

楮
紙　

〔
本
文
〕　

一
面
六
〜
一
二
行　

和
歌
一
首
二
行
書
き

〔
丁
数
〕　

全
一
八
丁　

内
墨
付
一
三
丁

〔
構
成
〕　

歌
の
部
類
・
整
理
は
な
く
、
八
四
首
を
収
め
る
（
重
出
歌
六
首
を
含
む
）

〔
備
考
〕

　

本
書
は
そ
の
体
裁
か
ら
い
っ
て
も
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
・
甲
寅
）
夏
と
い

う
時
期
か
ら
い
っ
て
も
、
元
々
は
簡
易
な
和
歌
草
稿
で
、
長
行
が
し
か
る
べ
き
相

二
三

鹿
島
長
行
の
和
歌
詠
草
四
種
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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手
に
添
削
を
請
う
た
め
に
作
成
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
そ
の
後

い
ず
れ
か
の
時
点
で
、
長
行
が
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊
の
『
類
題
採
風
集
』

二
編
に
和
歌
を
投
稿
す
る
際
の
資
料
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
前
出
『
採
風
集
二
編
料
』
と
は
八
四
首
中
七
三
首
が
共

通
し
、
両
書
が
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
書
に
は
朱
筆

に
よ
る
合
点
や
丸
印
、
歌
題
や
和
歌
の
語
句
の
訂
正
・
補
入
の
指
示
等
が
、
本
文

と
は
別
筆
で
多
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
歌
の
下
部
に
丸
印
が
黒
字
で
付

さ
れ
て
い
た
り
、
歌
に
大
き
く
横
線
や
斜
線
を
引
い
て
い
る
箇
所
が
多
く
あ
る

（
当
該
歌
の
除
棄
を
示
す
と
見
ら
れ
る
）
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
長
行
本
人
に

よ
る
措
置
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

⑵
『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』
に
つ
い
て

『
和
歌
雑
集
』

（
写
真
4
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
5
）

〔
整
理
番
号
〕
米
子
市
教
育
委
員
会
整
理
番
号
「
Ｃ
1
Ｍ
Ｇ
〇
二
三
七
」

〔
表
紙
〕　

縦
八
・
〇
糎
×
横
一
七
・
六
糎　

砥
粉
色
の
地
に
代
赭
色
の
格
子
縞

〔
外
題
〕　

表
紙
中
央
に
「
和
歌
雑
集
」
と
直
書

〔
体
裁
〕　

横
本　

美
濃
三
つ
切
り
よ
り
や
や
小
さ
い
く
ら
い
の
大
き
さ

　
　
　

楮
紙　

袋
綴
写
本
一
冊　

紫
色
角
裂
あ
り

〔
本
文
〕　

一
面
一
五
行　

和
歌
一
首
二
行
書
き

〔
丁
数
〕　

全
九
二
丁　

内
墨
付
二
六
丁

〔
構
成
〕　

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
部
に
分
か
れ
、
二
〇
六
首
を
収
め
る

　
　
　
　
（
重
出
歌
六
首
を
含
む
）

〔
備
考
〕

　

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
部
に
分
か
れ
て
い
る
が
、「
雑
集
」
と
い
う
名
の
よ

う
に
各
部
の
内
部
は
雑
然
と
し
た
歌
の
配
置
と
な
っ
て
お
り
、
季
節
の
推
移
や
主

題
に
よ
る
整
理
・
分
類
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
順
不
同
で
各
部
に
該
当
す
る
歌
が

数
次
に
わ
た
っ
て
書
き
足
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
裏
表
紙
見
返

し
に
「
嘉
永
六
年
の
春　

相
改　

長
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
年
次
の
分
か
る

歌
の
多
く
は
『
無
題
歌
合
集
』
に
収
め
ら
れ
る
嘉
永
六
年
冬
〜
嘉
永
七
年
春
の
歌

で
あ
り
、「
嘉
永
六
年
の
春
」
は
成
立
の
時
期
で
な
く
、
長
行
が
こ
の
和
歌
詠
草

に
歌
の
記
録
を
始
め
た
頃
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
四
歌
詞

書
に
「
鹿
島
重
正
が
四
十
の
賀
に
春
祝
と
い
ふ
事
を
」
と
あ
る
が
、
長
行
の
親
族

に
当
た
る
下
鹿
島
家
三
代
・
鹿
島
重
正
は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
生
ま
れ
の

た
め
、
そ
の
四
十
の
賀
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

歌
は
年
次
が
判
明
す
る
最
も
新
し
い
歌
で
あ
り
、
本
書
の
成
立
は
安
政
二
年
春
以

降
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
に
は
ま
た
、
所
収
歌
の
多
く
に
合
点
、
符
号
が
付
さ
れ

て
お
り
、
長
行
本
人
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
歌
頭
に
山
型
の
符
号
や
、
和
歌

本
文
に
抹
消
線
や
大
き
な
○
印
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
歌
の
除
棄
を
示
す
と

二
四

鹿
島
長
行
の
和
歌
詠
草
四
種
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）
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思
わ
れ
る
。

『
和
歌
　
長
行
』

〔
整
理
番
号
〕
米
子
市
教
育
委
員
会
整
理
番
号
「
Ｃ
1
Ｍ
Ｇ
〇
二
三
六
」

〔
表
紙
〕　

縦
八
・
〇
糎
×
横
一
七
・
五
糎　

砥
粉
色
の
地
に
代
赭
色
の
格
子
縞

〔
外
題
〕　

表
紙
中
央
に
「
和
歌
」
と
直
書　

表
紙
左
下
に
「
長
行
」
と
記
す

〔
体
裁
〕　

横
本　

美
濃
三
つ
切
り
よ
り
や
や
小
さ
い
く
ら
い
の
大
き
さ

　
　
　

楮
紙　

袋
綴
写
本
一
冊　

紫
色
角
裂
あ
り

〔
本
文
〕　

一
面
三
〜
一
二
行　

和
歌
一
首
二
〜
三
行
書
き

〔
丁
数
〕　

全
九
七
丁　

内
墨
付
四
五
丁

〔
構
成
〕　

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
部
に
分
か
れ
、
一
七
二
首
を
収
め
る

　
　
　
　
　
（
た
だ
し
、
春
・
夏
・
秋
部
は
冒
頭
に
そ
の
記
載
を
欠
く
）

（
写
真
6
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
7
）

〔
備
考
〕

　

先
に
紹
介
し
た
『
和
歌
雑
集
』
と
は
丁
数
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
体
裁
が
同
一

で
あ
り
、
同
じ
折
に
作
成
さ
れ
た
本
と
考
え
ら
れ
る
。
両
書
と
も
簡
便
な
横
本
で

あ
り
、
詠
歌
の
記
録
・
整
理
用
の
草
稿
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
両
書
を
比
較
す
る
と
一
四
三
首
が
共
通
し
、
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、『
和
歌　

長
行
』
の
方
は
各
部
の
内
部
で
歌
が
季
節
の

推
移
や
主
題
に
よ
り
整
理
さ
れ
て
お
り
、
歌
に
付
さ
れ
た
合
点
・
符
号
類
も
少
な

く
、
歌
の
除
棄
を
示
す
抹
消
線
な
ど
も
施
さ
れ
て
い
な
い
。『
和
歌　

長
行
』
は

『
和
歌
雑
集
』
を
整
理
・
増
補
し
て
成
っ
た
改
訂
本
と
位
置
づ
け
て
誤
り
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
成
立
の
時
期
で
あ
る
が
、
年
次
の
判
明
す
る
最
も
新
し
い
歌
と
し

て
、
本
書
の
八
一
歌
の
詞
書
に
「
卯　

八
月
十
五
夜
実
成
寺
御
歌
会
に　

月
」
と

あ
る
。「
卯
」
は
安
政
二
年
（
乙
卯
）
を
さ
す
と
み
ら
れ
、
同
年
秋
以
降
、
後
述
す

る
『
採
風
集
二
編
料
』
と
の
関
係
か
ら
は
、
お
そ
ら
く
翌
安
政
三
年
中
ま
で
に
は

成
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
、
本
節
で
見
た
よ
う
に
、
鹿
島
長
行
の
四
種
類
の
和
歌
詠
草
は
、
最

初
に
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
が
嘉
永
七
年
夏
に
成
立
、
そ
の
後
、
安
政
二
、三
年
頃

に
『
和
歌
雑
集
』
と
『
和
歌　

長
行
』
が
前
後
し
て
成
り
、
安
政
四
年
に
『
採
風

集
二
編
料
』
が
編
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
四
種
の
詠
草

は
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
各
資
料
の
作
品
内
部

の
検
討
を
通
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
き
考
察
し
て
い
く
。

四　
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
の
成
立

⑴
内
容
・
成
立

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
、『
甲
寅
夏　

詠
草
』
は
後
に
『
類
題
採
風
集
』
二
編
に

和
歌
を
投
稿
す
る
際
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
も
と
も
と
は
嘉
永
七
年

夏
、
し
か
る
べ
き
歌
人
に
添
削
を
乞
う
た
め
の
和
歌
草
稿
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と

み
ら
れ
、
歌
数
も
八
四
首
と
少
な
い
。
部
立
も
な
く
四
季
・
恋
・
雑
の
歌
が
順
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序
・
内
容
の
整
理
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
た
だ
雑
然
と
収
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
と

い
う
印
象
を
受
け
る
。

　

鹿
島
長
行
が
本
書
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
同
年
春
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る

『
無
題
歌
合
集
』
所
収
の
自
詠
は
当
然
参
照
し
た
は
ず
だ
が
、
実
際
に
両
書
に
共

通
す
る
歌
は
わ
ず
か
六
首
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
う
ち
の
三
首
は
本
文
に
若
干
の
異

同
が
あ
り
、
た
と
え
ば
『
無
題
歌
合
集
』
⑭
「
山
家
鴬
・
春
恋
」
の

　
　

い
つ
し
か
と
我
が
住
む
山
も
春
め
き
ぬ
長
閑
に
聞
か
む
鴬
の
声
（
六
）

が
、『
甲
寅
夏　

詠
草
』
で
は
、

　
　

い
つ
し
か
と
我
が
住
む
山
も
春
め
き
て
長
閑
に
も
な
く
鴬
の
こ
ゑ
（
一
〇
）

と
三
・
四
句
に
わ
ず
か
に
語
句
の
変
更
が
み
ら
れ
る
。
他
方
、『
無
題
歌
合
集
』
と

の
共
通
歌
六
首
を
除
く
七
八
首
は
、
本
書
成
立
ま
で
に
新
し
く
詠
ま
れ
た
歌
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

⑵
『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』『
採
風
集
二
編
料
』
と
の
関
係

　

本
書
と
『
和
歌
雑
集
』
と
は
一
一
首
が
共
通
し
、『
和
歌　

長
行
』
と
は
三
四

首
、『
採
風
集
二
編
料
』
と
は
七
三
首
が
共
通
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
稿
者

は
、『
和
歌
雑
集
』
↓
『
和
歌　

長
行
』
↓
『
採
風
集
二
編
料
』
の
順
に
改
訂
が

な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
の
全
て
の
段
階
で
本
書
か
ら
歌
の
増
補
が
成
さ
れ
た

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
根
拠
の
一
つ
目
は
、『
甲
寅
夏　

詠
草
』
の
歌
に
添
削
が
行
わ
れ
て
い
る

場
合
、
そ
の
多
く
が
添
削
後
の
本
文
で
他
の
三
つ
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
本
書
は
『
無
題
歌
合
集
』
⑰
「
遠
山
雪　

喜
蔭
・

武
彦
両
撰
」
か
ら

　
　

此
の
頃
の
垣
根
は
雪
に
埋
も
れ
て
た
ゞ
珍
し
き
花
を
見
る
か
な
（
三
六
）

の
歌
を
採
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
朱
筆
で

　
　

此
の
ご
ろ
の
垣
根
は
雪
に
埋
も
れ
て
たひ

と

り

や

つ

れ

ぬ

ゞ
め
づ
ら
し
き
花
をの

色

か

な

見
る
哉
（
二
一
）

と
い
う
添
削
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』
で

は
増
補
歌
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、『
採
風
集
二
編
料
』
で
は

　
　

此
の
ご
ろ
の
垣
根
は
雪
に
埋
も
れ
て
ひ
と
り
や
つ
れ
ぬ
花
の
色
か
な

と
、
添
削
後
の
本
文
の
形
で
採
ら
れ
て
い
る
。

　

根
拠
の
二
つ
目
は
、『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』
と
共
通
す
る
歌
は
、
本
書

の
和
歌
本
文
に
大
き
く
斜
線
ま
た
は
「
×
」
で
除
棄
し
た
印
が
付
い
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
本
書
と
『
和
歌
雑
集
』
と
で
共
通
す
る
歌
は
一
一
首
、『
和
歌　

長
行
』

と
共
通
す
る
歌
は
三
四
首
あ
る
が
、
両
者
に
重
複
し
な
い
一
首
を
省
い
た
三
四
首

に
除
棄
の
印
が
あ
り
、
例
外
は
一
首
し
か
な
い
。
お
そ
ら
く
本
書
か
ら
『
和
歌
雑

集
』、
続
い
て
『
和
歌　

長
行
』
に
転
記
し
た
際
に
、
長
行
が
そ
の
確
認
の
た
め

に
行
っ
た
作
業
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
採
風
集
二
編
料
』
の
作
成
の
際
に

は
、
そ
の
印
の
な
い
歌
か
ら
増
補
歌
四
六
首
を
選
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五　
『
和
歌
雑
集
』
の
成
立

⑴
内
容

　
「
書
誌
」
に
書
い
た
よ
う
に
総
歌
数
は
二
〇
六
首
で
あ
る
が
、
重
出
歌
が
六
首

あ
る
。『
和
歌
雑
集
』
で
の
歌
番
号
と
題
で
示
す
と
、
九
＝
一
四
六
「
春
旅
」、

一
二
＝
一
四
七
「
春
旅
」、
四
五
＝
六
九
「
田
上
霧
」、
一
二
四
＝
一
五
二
「
埋

火
」、
一
二
五
＝
一
六
三
「
埋
火
」、
一
四
四
＝
二
〇
二
「
祝
」
が
同
一
歌
で
あ

り
、
重
複
歌
を
除
い
た
歌
数
は
二
〇
〇
首
と
な
る
。
そ
の
他
に
、
九
〇
と
一
三
一

は
共
に
「
霞
」
題
で
表
現
・
発
想
が
類
似
し
、
あ
る
い
は
改
作
歌
か
と
も
み
ら
れ

る
が
、
今
は
別
歌
と
し
て
扱
う
。

　

本
書
内
部
に
重
出
歌
が
あ
る
こ
と
は
長
行
も
認
識
し
て
お
り
、
夏
部
の
最
後
に

あ
る
「
田
上
霧
」
題
の
歌
は
、
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４５
か
き
つ
田
の
稲
葉
の
ほ
の
へ
霧
こ
め
て
ゐ
せ
き
の
水
の
音
む
せ
ぶ
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
に
出
也

と
い
う
注
記
が
あ
る
よ
う
に
、
秋
部
の
最
後
六
九
に
同
題
の
同
じ
歌
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
冬
部
の
最
後
に

　
　
　
　

国
造
殿
御
賀
に
送
之

　

1４４
と
し
高
く
し
げ
れ
る
松
に
鶴
山
の
千
代
を
あ
ら
そ
ふ
色
は
見
え
け
り

　
　
　
　
　

此
分
雑
之
対
ニ
出
ス

と
あ
る
歌
は
、
注
記
の
よ
う
に
雑
部
二
〇
二
に
詞
書
・
歌
と
も
同
じ
歌
が
載
る
。

雑
部
に
あ
る
「
歳
暮
」
題
の

　

1５9
に
ぎ
ほ
へ
る
と
し
の
市
路
の
夕
烟
あ
す
は
霞
に
立
ち
か
は
る
ら
ん

　
　
　
　
　

前
へ
出
ス

と
い
う
歌
は
本
書
に
は
重
出
歌
は
な
い
が
、
注
記
が
示
す
よ
う
に
歌
の
題
・
内
容

か
ら
い
え
ば
雑
部
で
な
く
そ
の
前
に
あ
る
冬
部
に
収
め
る
べ
き
歌
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

⑵
『
無
題
歌
合
集
』
所
収
歌
と
の
関
係

　

本
書
に
収
め
ら
れ
た
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
機
会
に
詠
ま
れ
た
か

に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
も
の
も
多
い
が
、『
無
題
歌
合
集
』
所
収
の
長
行
歌
と

一
致
す
る
も
の
が
四
九
首
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。（『
無
題
歌
合
集
』
の
歌
を
改
作

し
た
可
能
性
の
あ
る
歌
が
二
首
あ
る
が
、
今
は
数
え
な
い
。）『
無
題
歌
合
集
』
に

は
長
行
の
歌
が
一
〇
三
首
あ
り
、
重
複
歌
二
八
首
を
除
く
と
七
五
首
と
な
る
が）

10
（

、

長
行
は
そ
こ
か
ら
六
割
ほ
ど
の
歌
を
『
和
歌
雑
集
』
に
採
っ
て
い
る
。

表
1
に
よ
り
、『
和
歌
雑
集
』
各
部
の
歌
数
と
『
無
題
歌
合
集
』
所
収
歌
と
の
一

致
を
見
る
と
、
春
部
七
／
三
四
、
夏
部
一
／
一
一
、
秋
部
六
／
二
四
、
冬
部
二
二

／
七
五
、
雑
部
一
三
／
六
二
、
計
四
九
首
と
な
り
、
総
歌
数
二
〇
六
首
の
四
分
の

一
ほ
ど
が
共
通
し
て
い
る
。（
た
だ
し
、
冬
部
一
四
二
と
雑
部
一
五
二
が
重
出
歌
。）

　

両
者
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
長
行
が
『
無
題
歌
合
集
』
を
書
物
と
し

て
ま
と
め
た
後
で
、
そ
こ
か
ら
『
和
歌
雑
集
』
に
歌
を
採
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
冬
部
を
例
に
と
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
が
、
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、

『
和
歌
雑
集
』
冬
部
（
歌
番
号
七
〇
〜
一
四
四
）
の
内
で
『
無
題
歌
合
集
』
の

歌
は
八
〇
、九
〇
・
九
一
、九
四
・
九
五
、一
二
一
〜
一
二
四
、一
二
六
、一
二
八
〜

一
三
二
、一
三
四
〜
一
四
〇
と
連
続
し
て
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
歌
題

は
ほ
と
ん
ど
が
『
無
題
歌
合
集
』
の
ま
ま
で
あ
る
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
『
和

歌
雑
集
』
に
記
さ
れ
て
い
る
順
序
は
、
元
々
の
歌
会
や
歌
合
が
行
わ
れ
た
時
期
の

順
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
両
書
の
共
通
歌
は
、『
無
題
歌
合
集
』
が
一

書
と
し
て
成
っ
た
後
に
、
長
行
が
し
か
る
べ
き
歌
を
選
び
、『
和
歌
雑
集
』
の
各

部
に
振
り
分
け
て
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

表
1
　『
和
歌
雑
集
』
と
『
無
題
歌
合
集
』
の
共
通
歌

雑集歌数 無題共通歌

春部 3４ 7

夏部 11 1

秋部 2４ 6

冬部 7５ ※22

雑部 62 13

計 206 ※４9
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一
方
、『
和
歌
雑
集
』
と
『
無
題
歌
合
集
』
と
で
歌
の
本
文
が
異
な
っ
て
い
る

場
合
も
少
な
く
な
い
。『
和
歌
雑
集
』
に
そ
の
歌
を
採
る
際
に
長
行
自
身
が
歌
句

を
変
更
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
元
の
歌
合
が
行
わ
れ
た
折
に
、

判
者
に
よ
っ
て
添
削
さ
れ
た
後
の
本
文
を
採
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
後
者
の

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

　
　
　
　

遠
山
雪

　

122
白
雲
も
立
ち
は
な
れ
た
る
遠
方
の
高
根
の
雪
に
朝
日
さ
す
也

の
歌
は
、『
無
題
歌
合
集
』
で
は
元
々
、

　
　

ひ
ん
が
し
の
雲
も
み
だ
れ
て
遠
方
の
雪
の
高
ね
に
朝
日
さ
す
な
り

	

（
⑰
遠
山
雪　

喜
蔭
・
武
彦
両
撰
・
一
）

と
詠
ま
れ
て
い
た
が
、
当
該
の
歌
合
で
は
「
抜
き
歌
」
に
選
ば
れ
、
判
者
の
佐
々

木
喜
蔭
に
よ
り
、

　
　

白
雲
も
た
ち
は
な
れ
た
る
遠
方
の
雪
の
高
ね
に
朝
日
さ
す
也

と
初
・
二
句
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。『
和
歌
雑
集
』
に
は
、
こ
の
添
削
後
の
本
文

の
形
で
採
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
両
書
の
共
通
歌
を
確
認
し
て
い
く
と
、
添
削
後
で
な
く
初
め
詠
ま
れ

た
本
文
で
採
ら
れ
て
い
る
も
の
、
新
た
に
歌
句
を
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

も
あ
り
、
長
行
は
『
無
題
歌
合
集
』
の
歌
を
『
和
歌
雑
集
』
に
収
め
る
に
当
た
っ

て
、
本
文
を
推
敲
し
よ
り
よ
い
歌
に
し
よ
う
と
工
夫
し
て
い
た
跡
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。

⑶
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
と
の
関
係

　
「
書
誌
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、『
和
歌
雑
集
』
に
は
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
と
の

共
通
歌
が
一
一
首
あ
り
、
後
者
か
ら
増
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
訳
は
春
部

に
一
〇
首
（
一
〜
三
、五
〜
八
、一
〇
、三
三
、三
四
）・
夏
部
に
一
首
（
三
九
）
で
あ

り
、
春
部
に
偏
っ
て
い
る
。
一
一
首
中
四
首
に
本
文
異
同
が
あ
り
、
そ
の
内
の
二

首
は
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
で
添
削
さ
れ
た
本
文
の
形
で
『
和
歌
雑
集
』
に
採
ら
れ

て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、『
甲
寅
夏　

詠
草
』
の

　
　
　
　

海
上
霞

　
　

	
舟海

人
舟人

の
行
く
ゑへ

を
し
た
ふ
山
風
に
〔
見
え
て
〕
沖
の
霞
も
〔
打
ち
〕
な
び
き

つ
る
か
な
〔
ゝ
〕（
一
一
）

の
歌
は
、
朱
筆
で
右
の
よ
う
な
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る
が
（〔　

〕
内
は
添
削
に

よ
る
挿
入
）、『
和
歌
雑
集
』
で
は

表
2
　『
和
歌
雑
集
』
と
『
無
題
歌
合
集
』
の
共
通
歌

雑集
歌番号

雑集
歌題

雑集
初句

無題
歌題

無題
初句

無題歌
合番号

詠歌
年次

80 橋上霜 ゆふづきの 橋上霜 ゆふづきの ⑤ 嘉永六・冬
90 霰 こずゑふく 霰 こずゑふく ⑳ 嘉永七・春
91 霰 をざさはら 霰 をざさはら ② 嘉永六・十
9４ 冬田 かりのこす 冬田 かりのこす ④ 嘉永六・十一
9５ 冬暁月 ゆめさむる 冬暁月 ゆめさむる ⑨ 嘉永六・冬

121 初雪 あさぼらけ 初雪 あさぼらけ ⑯ 嘉永六・九
122 遠山雪 しらくもも 遠山雪 しらくもも ⑰ 嘉永六・冬
123 埋火 いつしかと 埋火 いつしかと ⑪ 嘉永六・冬
12４ 埋火 ひとりもる 埋火 ひとりもる ④ 嘉永六・十一
126 朝落葉 あさとでに 朝落葉 こさめふる ⑲ 嘉永六・冬
128 炭竃 ふるゆきに 炭竃 ふるゆきに ⑲ 嘉永六・冬
129 炭竃 しぐれゆく 炭竃 しぐれゆく ⑲ 嘉永六・冬
130 炭竃 あさひかげ 炭竃 あさひかげ ⑲ 嘉永六・冬
131 霰 こずゑふく 霰 こずゑふく ⑳ 嘉永七・春
132 初雪 あさかぜに 初雪 あさかぜに ⑯ 嘉永六・九
13４ 山家冬 このはふく 山家冬 このはふく ⑰ 嘉永六・冬
13５ 山家冬 ふゆはなほ 山家冬 ふゆはなほ ⑰ 嘉永六・冬
136 雪中眺望 うちわたす 雪中眺望 うちわたす ⑰ 嘉永六・冬
137 雪中眺望 ふきすさぶ 雪中眺望 ふきおろす ⑰ 嘉永六・冬
138 水仙花 わがそのの 水仙花 わがそのの ⑰ 嘉永六・冬
139 朝落葉 たつたやま 朝落葉 たつたやま ⑲ 嘉永六・冬
1４0 夜霰 よただふく 霰 よただふく ⑳ 嘉永七・春
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海
士
舟
の
行
く
へ
を
し
た
ふ
風
見
え
て
沖
の
霞
も
打
ち
な
び
き
つ
ゝ

	

（
三
四
）

と
、
添
削
後
の
本
文
の
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
甲

寅
夏　

詠
草
』
で
は
、『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』
と
の
共
通
歌
に
は
除
棄
を

示
す
と
み
ら
れ
る
抹
消
線
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
の
共
通
歌
は

『
甲
寅
夏　

詠
草
』
か
ら
の
増
補
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑷
成
立
時
期
と
製
作
の
意
図

　

巻
末
に
「
嘉
永
六
年
の
春　

相
改　

長
行
」
と
あ
る
が
、「
書
誌
」
で
言
及
し

た
よ
う
に
、
本
書
が
成
立
し
た
時
期
を
さ
す
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
長
行

の
本
格
的
な
和
歌
活
動
が
始
ま
り
、
本
書
へ
の
記
録
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。『
無
題
歌
合
集
』
と
の
共
通
歌
は
嘉
永
六
年
九
月
末
〜
七
年
春

の
時
期
に
当
た
る
が
、『
和
歌
雑
集
』
の
全
体
の
四
分
の
三
を
占
め
る
そ
れ
以
外

の
歌
は
、
大
部
分
が
作
歌
年
次
の
わ
か
ら
な
い
歌
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
和
歌
雑

集
』
の
雑
部
に
は
、
少
な
い
な
が
ら
詞
書
か
ら
他
資
料
等
に
よ
っ
て
年
次
を
特
定

で
き
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　

重
意
居
士
七
め
ぐ
り
に

　

1５8
春
の
夜
の
月
は
昔
に
霞
め
ど
も
た
ゞ
目
の
前
の
俤
に
し
て

重
意
は
長
行
の
同
族
で
あ
る
下
鹿
島
家
二
代
で
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
正
月

卒
、
六
十
六
歳
。「
七
め
ぐ
り
」
が
七
回
忌
を
さ
す
な
ら）

11
（

、
こ
の
歌
は
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
正
月
の
詠
と
な
る
。

　
　
　
　

重
好
の
母
身
ま
か
り
給
ふ
に　

哀
傷

　

177
風
さ
そ
ふ
み
草
の
露
と
消
え
に
け
り
君
が
か
た
み
は
言
葉
の
み
し
て

重
好
は
先
述
し
た
重
意
の
四
男
で
長
行
よ
り
四
歳
の
年
長
で
あ
り
、
長
行
と
親
し

い
交
流
が
あ
っ
た
。『
鹿
島
重
好
歌
集
』
に
も
そ
の
母
の
死
を
悼
ん
だ
歌
が
あ
る

が）
12
（

、
そ
れ
に
よ
れ
ば
嘉
永
六
年
九
月
二
十
五
日
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

鹿
島
重
正
が
四
十
の
賀
に
春
祝
と
い
ふ
事
を

　

20４
八
重
霞
千
重
に
た
な
び
く
春
山
の
す
ゑ
は
る
か
に
も
み
ゆ
る
君
哉

鹿
島
重
正
は
重
意
の
長
男
で
下
鹿
島
家
三
代
で
あ
る
。
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）

生
ま
れ
の
た
め
、
こ
の
四
十
賀
が
行
わ
れ
た
の
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
春
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
他
、『
和
歌
雑
集
』
の
成
立
時
期
を
考
え
る
材
料
と
し
て
は
、
当

時
の
類
題
和
歌
集
が
あ
る
。
嘉
永
七
年
刊
『
類
題
鴨
川
集
』
五
郎
集
に
長

行
は
八
首
入
集
し
て
い
る
が
、
そ
の
八
首
中
七
首
が
『
雑
集
』
と
共
通
す

る
。（
二
六
・
四
六
・
五
〇
・
五
四
・
九
二
・
一
二
八
・
一
八
五
）
ま
た
、
編
者
・
加

納
諸
平
の
死
に
よ
り
稿
本
で
終
わ
っ
た
『
類
題
鰒
玉
集
』
八
編
に
長
行
の
歌

が
六
首
見
え
る
が）

13
（

、
そ
れ
ら
は
全
て
『
和
歌
雑
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
八
二
・
九
三
・
九
八
・
一
五
三
・
一
五
八
・
一
七
一
）
加
納
諸
平
の
死
は
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
六
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
長
行
が
そ
れ
以
前
に
自
歌

を
諸
平
に
投
稿
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
和
歌
雑
集
』
は
嘉
永
六
年
春
頃
か
ら
鹿
島

長
行
が
詠
ん
だ
歌
が
、
四
季
・
雑
の
各
部
に
分
け
数
年
に
わ
た
っ
て
書
き
足
さ
れ

て
い
っ
た
和
歌
草
稿
で
あ
り
、『
鴨
川
集
』
五
郎
集
や
『
類
題
鰒
玉
集
』
八
編
に

投
稿
す
る
際
に
も
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
成
立
の
下
限

は
安
政
四
年
に
な
る
が
、
後
述
す
る
『
採
風
集
二
編
料
』
と
の
関
係
か
ら
、
実
際

に
は
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
六

節
で
言
及
す
る
。

六　
『
和
歌
雑
集
』
か
ら
『
和
歌　

長
行
』
へ

⑴
成
立
の
順
序

二
九
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『
和
歌　

長
行
』
は
、『
和
歌
雑
集
』
と
同
じ
く
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
各
部

に
分
け
て
鹿
島
長
行
の
和
歌
が
収
め
ら
れ
た
書
物
で
、
総
歌
数
一
七
二
首
で
あ

る
。『
和
歌
雑
集
』
と
は
一
四
三
首
（
そ
の
内
三
首
は
重
出
歌
）
が
共
通
し
、
両
書

が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
両
書
は
ま
た
、「
書
誌
」
で
見

た
よ
う
に
本
の
体
裁
が
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
相
前
後
し
て
成
立
し
た
書
物
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
の
先
後
関
係
で
あ
る
が
、『
長
行
』
に
は
重
出
歌
は
な
く
各
部
の
内
部
で
歌

が
季
節
の
推
移
や
主
題
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
お
り
、『
雑
集
』
の
改
訂
本
と
み

ら
れ
、
そ
の
逆
の
成
立
順
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
雑
集
』
の
和
歌
本
文
に
は
斜
線

等
で
大
き
く
抹
消
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、『
長
行
』
に
転
記
し
た
歌
を
消

し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
雑
集
』
の
成
立
後
、
あ
ま
り
時
日
を
隔
て
ず

に
『
長
行
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑵
『
和
歌
雑
集
』
と
『
和
歌　

長
行
』
の
比
較
検
討

　

表
3
に
『
長
行
』
と
『
雑
集
』
を
比
較
し
た
結
果
を
示
し
た
が
、
前
者
か
ら
後

者
へ
の
改
訂
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
き
整
理
し
て
説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
春
部
は
、『
雑
集
』
三
四
首
の
う
ち
二
九
首
を
春
部
に
採
り
、
二
首
を
雑
部
に

移
し
、
三
首
は
不
採
用
、
五
首
を
増
補
し
て
三
六
首
と
し
た
。

②
夏
部
は
『
雑
集
』
一
一
首
の
う
ち
一
〇
首
を
夏
部
に
採
り
、
一
首
を
秋
部
に
移

し
、
一
三
首
を
増
補
し
て
二
三
首
と
し
た
。

③
秋
部
は
『
雑
集
』
二
四
首
を
そ
の
ま
ま
採
り
、
八
首
を
増
補
し
て
三
二
首
と
し

た
。（『
雑
集
』
夏
部
か
ら
移
し
た
一
首
は
、
秋
部
に
重
出
す
る
歌
）

④
冬
部
は
『
雑
集
』
七
五
首
の
う
ち
五
三
首
（
そ
の
う
ち
の
一
首
は
重
出
歌
）
を

採
り
、
増
補
歌
無
し
で
五
三
首
と
し
た
。

⑤
雑
部
は
『
雑
集
』
六
二
首
の
う
ち
二
七
首
（
そ
の
う
ち
の
一
首
は
重
出
歌
）
を

採
り
、
三
六
首
は
不
採
用
。『
雑
集
』
春
部
か
ら
移
し
た
二
首
と
、
増
補
歌
一
首

を
加
え
て
二
八
首
と
し
た
。

こ
う
し
て
、『
和
歌　

長
行
』
総
歌
数
一
七
二
首
の
う
ち
、『
和
歌
雑
集
』
か
ら

採
っ
た
も
の
が
一
四
三
首
あ
り
、
残
り
の
二
九
首
は
増
補
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑶
『
和
歌　

長
行
』
に
お
け
る
改
訂
の
内
実

　

右
に
見
た
よ
う
に
、『
長
行
』
は
『
雑
集
』
所
収
歌
を
整
理
・
削
除
・
増
補
し

て
編
集
し
た
改
訂
本
と
い
え
る
。『
雑
集
』
で
は
各
部
内
部
で
歌
の
順
序
は
未
整

理
で
あ
っ
た
が
、『
長
行
』
で
は
四
季
部
は
季
節
の
推
移
に
よ
っ
て
、
雑
部
は
主

題
や
詠
歌
機
会
に
よ
っ
て
歌
の
順
序
を
整
理
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
各
部
内
部
で

の
分
類
整
理
は
歌
題
に
よ
る
が
、
同
一
歌
題
の
場
合
、
そ
の
中
で
歌
の
順
序
が

『
雑
集
』
で
の
順
序
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

（
た
と
え
ば
、
秋
部
の
「
雨
中
雁
」
題
歌
群
四
首
は
、『
長
行
』
八
二
〜
八
五
と

『
雑
集
』
六
二
〜
六
五
と
の
歌
の
順
序
が
一
致
す
る
。
ま
た
、『
長
行
』
の
冬
部
前

半
は
『
雑
集
』
を
か
な
り
そ
の
ま
ま
の
形
で
利
用
し
て
お
り
、
冬
部
冒
頭
の
『
長

行
』
九
二
〜
一
〇
八
と
『
雑
集
』
七
〇
〜
八
六
は
一
七
首
の
順
序
が
完
全
に
対
応

す
る
。）

　
『
雑
集
』
は
各
部
で
歌
数
が
著
し
く
不
均
衡
だ
っ
た
が
、『
長
行
』
で
は
各
部
の

長行
歌数

雑集
歌数

共通
歌

増補
歌

春部 36 3４ 29 ５

夏部 23 11 10 13

秋部 32 2４ 2４ 7

冬部 ５3 7５ ５3 0

雑部 28 62 27 1

計 172 206 1４3 26

表
3
　『
和
歌
　
長
行
』
と
『
和
歌
雑
集
』
と
の
比
較
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歌
を
増
補
あ
る
い
は
削
除
し
て
、
歌
数
も
整
え
ら
れ
て
い
る
。『
雑
集
』
に
な
く

『
長
行
』
に
あ
る
歌
二
九
首
は
増
補
歌
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
依
拠
資
料
の
主
な

も
の
は
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
で
あ
り
、
増
補
歌
二
九
首
の
う
ち
二
四
首
が
共
通
す

る）
1４
（

。（
春
部
七
首
、
夏
部
一
三
首
、
秋
部
四
首
）
残
り
の
五
首
は
お
そ
ら
く
新
し

く
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
。

　
『
長
行
』
で
の
増
補
歌
を
見
る
と
、『
雑
集
』
か
ら
採
っ
た
歌
と
同
題
の
歌
を
足

し
て
い
る
場
合
が
六
首
、『
雑
集
』
に
な
か
っ
た
題
の
歌
を
足
し
て
い
る
場
合
が

二
一
首
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
長
行
』
に
は
各
部
の
中
で
よ
り
多
く
の
歌
題
の

歌
を
収
め
た
り
、
同
題
で
違
う
趣
の
歌
を
補
っ
た
り
と
、
類
題
和
歌
集
へ
の
投
稿

を
意
識
し
て
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑷
記
号
や
抹
消
線
の
意
味

　
「
書
誌
」
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
和
歌
雑
集
』
に
は
和
歌
に
多
数
の
記
号
類
や

抹
消
線
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
『
和
歌　

長
行
』
へ
の
改
訂
と
ど
の
程

度
関
連
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
『
雑
集
』
二
〇
六
首
中
、
和
歌
の
右
肩
に
合
点
「
〽
」
と
「
○
」
が
共
に
付

け
ら
れ
て
い
る
歌
が
一
三
一
首
、「
○
」
の
み
付
け
ら
れ
て
い
る
歌
が
二
首
あ

る
。「
〽
」「
○
」
を
持
つ
歌
が
全
体
に
占
め
る
割
合
を
百
分
率
で
示
す
と
六
四
％

だ
が
、『
雑
集
』
と
『
長
行
』
の
共
通
歌
一
四
三
首
に
占
め
る
歌
数
と
割
合

は
一
一
二
首
、
七
八
％
と
な
る
。（
共
通
歌
の
各
部
で
の
内
訳
を
示
す
と
、
春

一
六
／
二
九
、
夏
一
〇
／
一
〇
、
秋
二
三
／
二
四
、
冬
三
八
／
五
三
、
雑
二
五

／
二
七
）「
○
」
が
付
け
ら
れ
た
歌
も
二
首
と
も
『
長
行
』
に
採
ら
れ
て
い
る
。

「
〽
」「
○
」
が
付
い
た
歌
で
『
長
行
』
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
一
九
首
の
み
で

あ
り
、『
雑
集
』
か
ら
『
長
行
』
へ
の
改
訂
に
お
い
て
、
合
点
を
有
す
る
歌
が
優

先
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
雑
集
』
に
は
和
歌
の
下
に
「
∧
」
が
付
い
て
い
る
歌
が
一
六
一
首
、

「
△
」
が
八
首
（
そ
の
内
一
首
は
「
○
」
が
共
に
施
さ
れ
る
）、「
○
」
が
一
首
あ

る
。
便
宜
上
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
扱
う
と
、『
和
歌
雑
集
』
二
〇
六
首
中
一
七
〇

首
、
八
三
％
に
こ
れ
ら
の
記
号
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、『
雑

集
』
と
『
長
行
』
の
共
通
歌
一
四
三
首
に
占
め
る
こ
れ
ら
の
割
合
は
一
三
〇
首
、

九
一
％
と
な
り
、
合
点
の
場
合
よ
り
も
高
い
相
関
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。（
共
通

歌
の
各
部
で
の
内
訳
を
示
す
と
、
春
一
八
／
二
九
、
夏
一
〇
／
一
〇
、
秋
二
四
／

二
四
、
冬
五
二
／
五
三
、
雑
二
六
／
二
七
）

　

一
方
、『
雑
集
』
の
冬
部
・
雑
部
だ
け
に
見
え
る
例
だ
が
、
和
歌
の
中
央
あ
た

り
に
大
き
な
「
○
」
印
が
付
け
ら
れ
た
も
の
が
二
〇
首
あ
り
、
す
べ
て
『
長
行
』

に
採
ら
れ
て
い
な
い
歌
で
あ
る
。
そ
の
他
、
和
歌
の
上
部
に
大
き
な
「
∧
」
の
印

（
数
首
ま
と
め
て
の
場
合
も
あ
る
）
を
付
け
た
り
、
和
歌
に
大
き
く
斜
線
や
横
線

（
多
く
は
数
首
ま
と
め
て
）
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
お
お
む
ね
そ
の
歌
を
『
長

行
』
へ
転
記
済
み
の
意
味
で
施
し
て
い
る
と
み
て
差
し
支
え
な
い
が
、
小
数
な
が

ら
例
外
も
存
す
る
。
こ
う
し
て
、『
和
歌
雑
集
』
か
ら
『
和
歌　

長
行
』
へ
の
改

訂
は
、
合
点
や
記
号
を
利
用
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

七
　『
和
歌
　
長
行
』
か
ら
『
採
風
集
二
編
料
』
へ

⑴
『
採
風
集
二
編
料
』
と
『
和
歌　

長
行
』
と
の
比
較

　
『
採
風
集
二
編
料
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
稿
者
は
以
前
、『
甲
寅
夏　

詠
草
』
の

表
紙
に
朱
筆
で
「
採
風
集
二
篇
料
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
甲
寅
夏　

詠
草
』
を
整
理
・
増
補
し
て
『
採
風
集
二
編
料
』
が
成
っ
た
と
考
え
て
い
た
。

『
甲
寅
夏　

詠
草
』
は
、『
採
風
集
二
編
料
』（
総
歌
数
二
一
七
首
）
と
八
四
首
中

七
三
首
が
一
致
し
、
両
書
が
密
接
な
関
係
を
有
す
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

三
一

鹿
島
長
行
の
和
歌
詠
草
四
種
に
つ
い
て
（
渡
邊　

健
）

－ 192 －



　

し
か
し
今
回
、『
和
歌　

長
行
』
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
直
接
に
は
『
和

歌　

長
行
』
を
整
理
・
増
補
し
て
『
採
風
集
二
編
料
』
が
編
集
さ
れ
た
と
考
え
る

に
至
っ
た
。
部
類
さ
れ
て
い
な
い
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
の
歌
か
ら
七
三
首
を
選
ん

で
四
季
・
雑
の
部
に
分
け
、
さ
ら
に
一
四
四
首
を
増
補
し
た
と
考
え
る
よ
り
は
、

す
で
に
四
季
・
雑
の
部
に
分
類
さ
れ
て
い
る
『
長
行
』
の
歌
序
を
整
え
、
歌
を
削

除
・
増
補
し
た
と
考
え
る
方
が
実
態
に
合
う
た
め
で
あ
る
。

「
書
誌
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、『
採
風
集
二
編
料
』
に
は
部
立
が
な
い
が
、
春
・

夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が
整
理
さ
れ
た
形
で
収
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
表
4
が
示
す
よ
う
に
、『
採
風
集
二
編
料
』
は
、
直
接
に
は
『
和
歌

　

長
行
』
を
整
理
・
増
補
し
て
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
過

程
を
推
測
す
る
な
ら
、

①
春
歌
は
『
長
行
』
の
三
六
首
か
ら
三
〇
首
を
採
り
、
増
補
歌
無
し
で
三
〇
首
と

し
た
。

②
夏
歌
は
『
長
行
』
の
二
三
首
か
ら
二
一
首
を
採
用
し
た
。

③
秋
歌
は
『
長
行
』
の
三
二
首
か
ら
二
四
首
を
採
用
し
、
二
三
首
を
増
補
し
て

四
七
首
と
し
た
。

④
冬
歌
は
『
長
行
』
の
五
三
首
か
ら
四
五
首
を
採
用
し
、
二
〇
首
を
増
補
し
て

六
五
首
と
し
た
。

⑤
雑
歌
は
『
長
行
』
の
二
八
首
か
ら
二
四
首
を
採
用
し
、
三
〇
首
を
増
補
し
て

五
四
首
と
し
た
。

と
い
う
改
訂
の
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。
両
書
に
題
・
和
歌
本
文
の
異
同
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、『
採
風
集
二
編
料
』
は
『
和
歌　

長
行
』
の
歌
序
を
整
理
す
る
以
外
は

そ
の
ま
ま
歌
を
採
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑵
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
と
の
関
係

　

こ
こ
で
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
は
、
共
通
歌
の
多
さ
か
ら
も
、
表
紙
に
「
採
風
集

二
篇
料
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、『
採
風
集
二
編
料
』
と
密
接
な
関

係
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、

表
4
に
あ
る
増
補
歌
七
三
首
の
内
四
六
首
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。『
甲
寅
夏　

詠
草
』
は
『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』
の
成
立
の
際
に
も

増
補
歌
の
依
拠
資
料
と
な
っ
て
お
り
、
鹿
島
長
行
は
転
記
し
た
歌
に
除
棄
の
印
と

な
る
線
を
引
い
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
長
行
は
す
で
に
『
雑
集
』『
長
行
』

に
採
ら
れ
た
歌
を
除
く
四
六
首
を
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
か
ら
選
び
、『
採
風
集
二

編
料
』
へ
の
改
訂
に
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
増
補
歌
の
内
二
七
首
は
他

資
料
に
見
え
な
い
歌
で
、
新
し
く
詠
ま
れ
た
歌
と
み
ら
れ
る
。

⑶
『
採
風
集
二
編
料
』
に
お
け
る
改
訂
の
内
実

　

こ
う
し
て
、
鹿
島
長
行
は
『
類
題
採
風
集
』
二
編
へ
の
投
稿
に
当
た
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
詠
歌
全
体
の
中
か
ら
秀
歌
を
集
成
す
る
こ
と
を
期
し
、
歌
稿
を
作
成
し

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
改
訂
の
内
実
は
、
秋
歌
で
確
認
す
る
の
が
分
か
り
や

す
い
た
め
、
表
5
に
『
採
風
集
二
編
料
』
秋
歌
の
全
歌
と
『
和
歌　

長
行
』『
甲

寅
夏　

詠
草
』
と
の
対
応
を
一
覧
に
し
て
示
し
た
。
こ
れ
で
確
認
す
る
と
、『
採

風
集
二
編
料
』
は
『
長
行
』
を
歌
題
に
よ
っ
て
整
理
し
直
し
、
ま
た
各
題
の
内

料歌
歌数

長行
歌数

共通
歌

増補
歌

春歌 30 36 30 0

夏歌 21 23 21 0

秋歌 ４7 32 2４ 23

冬歌 6５ ５3 ４５ 20

雑歌 ５４ 28 2４ 30

計 217 172 1４４ 73

表
4
　『
和
歌
　
長
行
』
と
『
採
風
集
二
編
料
』
と
の
比
較

三
二
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『採風集二編料』 『和歌　長行』 『甲寅夏　詠草』
５2 初秋月 にしぞらに 60 初秋月 にしぞらに 28 初秋月 にしぞらに
５3 初秋月 やまのべの 61 初秋月 やまのべの
５４ 野秋風 あさぼらけ 3４ 野秋風 あさぼらけ
５５ 野秋風 みわたせば 3５ 野秋風 みわたせば
５6 川上霧 よしのがは 36 川上霧 よしのがは
５7 山家砧 ときはぎの ４ 砧 やまふかき
５8 月 あきのよの 20 月 あきのよの
５9 月 うきぐもは 71 月 うきぐもは
60 待月 なきつるる 39 待月 なきつるる
61 待月 つきをまつ ４3 待月 つきをまつ
62 虫 きりふかき 38 虫 つゆふかき
63 虫 つきくらき ４1 虫 つきたかき
6４ 虫 ゆふされば ４2 虫 ゆふされは
6５ 関路月 くもはらふ ４6 関路月 くもはらふ
66 月前管絃 さやかなる ４7 月前管絃 さやかなる
67 月前管絃 いとたけの 62 月前管絃 いとたけの
68 月前管絃 すなほなる ４8 月前管絃 すなほなる
69 鹿声何方 ありあけの ４9 鹿声何方 ありあけの
70 鹿声何方 やまふかみ 63 鹿声何方 やまふかみ
71 月前擣衣 やまのはに ５５ 月前擣衣 やまのはに
72 月前擣衣 かのみゆる ５6 月前擣衣 かのみゆる
73 山家紅葉 やまひめの ５8 山家紅葉 やまひめの
7４ 山家紅葉 あさぎりの ５9 山家紅葉 あさぎりの
7５ 山家紅葉 むらしぐれ 60 山家紅葉 むらしぐれ
76 山家紅葉 わけまよふ 87 山家紅葉 わけまよふ
77 擣衣 もみぢちる 7４ 擣衣 もみぢちる
78 擣衣 さよふけて 7５ 擣衣 さよふけて
79 萩 つきふくる 68 萩 つきふくる 71 萩 つきふくる
80 萩 あきはぎの 66 萩 あきはぎの
81 萩 をやまだの 67 萩 をやまだの
82 雨中雁 むらさめを 82 雨中雁 むらさめを
83 雨中雁 うきぐもを 83 雨中雁 うきぐもを
8４ 雨中雁 むらさめの 8５ 雨中雁 むらさめの
8５ 庭菊 あさゆふに ５1 庭菊 あさゆふに
86 庭菊 さきつづく ５2 庭菊 さきそふる
87 庭菊 はつしもは 86 庭菊 はつしもは
88 暮秋 きのふけふ 61 暮秋 きのふけふ
89 暮秋 かりのこす 62 暮秋 かりのこす
90 暮秋 あさぢふの 88 暮秋 あさぢふの
91 霧中鹿声 きりふかき 69 霧中鹿声 きりふかき
92 蔦 あめはれし 70 蔦 あめはれし
93 きりぎりす ものおもふ 72 きりぎりす ものおもふ
9４ きりぎりす きりぎりす 73 きりぎりす きりぎりす
9５ 菊露 きのふけふ 77 菊露 きのふけふ
96 菊露 つゆむすぶ 79 菊露 つゆむすぶ
97 雨中聞擣衣 たわやめが 76 雨中聞擣衣 たをやめが
98 田上霧 かきつたの 89 田上霧 かきつたの

表
5 『
採
風
集
二
編
料
』
秋
歌
と
『
和
歌
　
長
行
』『
甲
寅
夏
　
詠
草
』
と
の
比
較
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部
で
も
歌
序
を
改
め
て
い
る
。
そ
し
て
、『
長
行
』
に
な
い
歌
を
『
甲
寅
夏　

詠

草
』
か
ら
増
補
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
三
者
に
共
通
す
る
、
網
掛
け
で
示
し

た
「
に
し
ぞ
ら
に
」・「
つ
き
ふ
く
る
」
の
歌
は
、『
和
歌
雑
集
』
か
ら
『
和
歌　

長
行
』
へ
の
改
訂
の
際
に
、
既
に
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
か
ら
増
補
さ
れ
て
い
た
歌

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、『
採
風
集
二
編
料
』
の
作
成
は
、『
和
歌　

長
行
』
を
母

体
と
し
て
歌
序
を
整
理
し
つ
つ
、
そ
こ
に
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
の
歌
を
増
補
し
て

行
わ
れ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

八　

む
す
び
に
代
え
て

　

以
上
、
本
稿
で
は
鹿
島
長
行
の
四
種
の
和
歌
詠
草
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
成
立

過
程
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
中
で
は
嘉
永

七
年
夏
の
『
甲
寅
夏　

詠
草
』
が
最
も
早
く
成
立
し
、
そ
の
後
安
政
二
、三
年
頃

ま
で
に
『
和
歌
雑
集
』
が
編
ま
れ
、
続
い
て
『
和
歌　

長
行
』
が
『
雑
集
』
を
整

理
・
増
補
し
て
成
立
、
さ
ら
に
安
政
四
年
に
『
採
風
集
二
編
料
』
が
『
和
歌　

長

行
』
を
改
訂
・
増
補
し
て
成
っ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
述
べ
た
。
一
方
、『
甲

寅
夏　

詠
草
』
は
他
の
三
つ
の
成
立
に
関
し
て
増
補
歌
の
資
料
源
と
な
っ
た
こ
と

を
確
認
し
た
。
本
稿
で
は
ま
た
、
以
前
『
無
題
歌
合
集
』
の
成
立
年
次
に
つ
い
て

考
察
し
た
と
き
の
誤
り
に
言
及
し
、
現
段
階
で
の
訂
正
試
案
を
提
示
し
た
。

　

本
稿
の
反
省
点
と
し
て
は
、
鹿
島
長
行
の
和
歌
詠
草
の
作
成
が
、
全
国
的
な
類

題
和
歌
集
へ
の
投
稿
と
関
連
す
る
こ
と
に
言
及
し
な
が
ら
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て

考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
し
、
地
方
歌
人
の

歌
学
び
や
類
題
和
歌
集
へ
の
投
稿
の
実
態
、
地
方
歌
壇
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
と
い
う
観
点
か
ら
別
に
機
会
を
設
け
、
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
）
渡
邊
健
・
米
子
高
専
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会
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翻
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鹿
島
家
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合
」（『
米
子
工
業
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等
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門
学
校
研
究
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告
』
第
五
三
号
、
平
成
三
〇
年
二
月
）。
同

「【
翻
刻
・
解
題
】
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
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集
』（
一
）
〜
（
三
）」（『
米
子
工
業
高
等
専

門
学
校
研
究
報
告
』
第
五
五
号
、
令
和
二
年
三
月
）。
拙
稿
「【
研
究
ノ
ー
ト
】
山
陰
歴
史

館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
」（『
山
陰
研
究
』
第
一
二
号
、
令
和
元
年
一
二
月
）。

（
2
）
拙
稿
「【
翻
刻
・
解
題
】
山
陰
歴
史
館
蔵
『
採
風
集
二
編
料
』」（『
山
陰
研
究
』
第

一
三
号
、
令
和
二
年
一
二
月
）。

（
3
）『
無
題
歌
合
集
』『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』『
採
風
集
二
編
料
』『
甲
寅
夏　

詠

草
』
に
つ
い
て
は
、
原
豊
二
氏
が
「
幕
末
の
米
子
歌
人
―
新
出
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の
探

求
の
た
め
に
―
」（『
山
陰
研
究
』
第
三
号
、
平
成
二
二
年
一
二
月
）
の
中
で
書
誌
と
資
料

の
概
要
を
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
今
回
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
4
）『
無
題
歌
合
集
』
の
成
立
に
関
す
る
見
解
、
ま
た
同
書
の
編
者
・
鹿
島
長
行
に
つ
い

て
は
、
注
1
拙
稿
「【
研
究
ノ
ー
ト
】
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
」
に
詳

述
し
た
の
で
、
説
明
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
こ
の
歌
は
『
無
題
歌
合
集
』
に
よ
れ
ば
、
長
行
が
「
み
雪
降
る
松
の
し
げ
み
に
炭
竃

の
煙
を
め
ぐ
る
夕
烏
か
な
」
と
詠
ん
だ
の
が
元
の
形
で
あ
る
。
そ
の
後
、
歌
合
の
判
者
・

中
林
武
彦
が
こ
れ
を
「
抜
き
歌
」
に
選
ん
だ
際
に
初
・
二
句
を
添
削
し
て
「
降
る
雪
に
松

や
埋
も
る
ゝ
」
と
し
た
が
、
長
行
は
こ
の
歌
を
『
類
題
鴨
川
集
』
に
投
稿
す
る
際
に
は
添

削
後
の
形
の
本
文
を
採
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）『
類
題
鴨
川
集
』
五
郎
集
の
本
文
及
び
そ
の
解
題
は
朝
倉
治
彦
監
修
、
中
澤
伸
弘
・

宮
崎
和
廣
編
『
類
題
和
歌　

鰒
玉
・
鴨
川
集
』
五
・
六
（
ク
レ
ス
出
版
、
平
成
一
八
年
四
月
）

を
参
照
。
朝
倉
治
彦
氏
「《
資
料
》
類
題
和
歌
鴨
川
集
（
近
世
後
期
類
題
歌
集
調
査
）
六
」

（『
四
日
市
大
学
論
集
』
第
一
八
巻
第
二
号
、
平
成
一
八
年
三
月
）
も
参
考
に
し
た
。

（
7
）
加
唐
興
三
郎
編
『
日
本
陰
陽
暦
日
対
照
表
（
下
巻
）
1
1
0
1
年
〜
1
8
7
2
年
（
康

和
3
年
〜
明
治
5
年
）』（
ニ
ッ
ト
ー
、
平
成
五
年
九
月
）
を
参
照
。
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（
8
）
小
谷
古
蔭
・
佐
々
木
喜
蔭
・
中
林
武
彦
の
歌
人
と
し
て
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
注
1

拙
稿
「【
研
究
ノ
ー
ト
】
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
に
つ
い
て
」
に
詳
述
し
た
。

（
9
）
以
下
、『
採
風
集
二
編
料
』『
甲
寅
夏　

詠
草
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
注
2
拙
稿

「【
翻
刻
・
解
題
】
山
陰
歴
史
館
蔵
『
採
風
集
二
編
料
』」
の
「
解
題
」
を
要
約
し
て
記
し

た
。『
和
歌
雑
集
』『
和
歌　

長
行
』
に
つ
い
て
は
、『
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』

第
五
七
号
に
「【
翻
刻
・
解
題
】
山
陰
歴
史
館
蔵
『
和
歌
雑
集
』『
和
歌	

長
行
』」（
令
和
四

年
三
月
発
行
予
定
）
と
し
て
翻
刻
本
文
と
解
題
を
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
10
）『
無
題
歌
合
集
』
で
は
、
各
歌
合
の
本
文
の
後
に
「
抜
き
歌
」
あ
る
い
は
「
選
り
歌
」

と
し
て
、
判
者
が
そ
の
歌
合
で
の
秀
作
と
認
め
選
抜
し
た
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
抜
き

歌
に
は
し
ば
し
ば
判
者
に
よ
る
添
削
が
施
さ
れ
、
歌
合
の
参
加
者
に
和
歌
の
用
語
や
表
現

を
教
示
す
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
判
者
が
二
人
い
る
場
合
は
、
同
じ
歌
が
二
人
に
選

抜
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
抜
き
歌
と
し
て
選
ば
れ
た
歌
は
、
も
と
も
と
歌
合
で
詠
ま

れ
た
歌
と
は
区
別
し
、
こ
こ
で
は
重
複
歌
と
し
て
扱
う
。

（
11
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
「
な
な
め
ぐ
り
」（
七
巡
・
七
回
）
は
①
七

度
め
ぐ
る
こ
と
。
②
「
な
な
な
ぬ
か
（
七
七
日
）」
に
同
じ
。
と
あ
り
、「
七
め
ぐ
り
の

忌
」
は
七
回
忌
・
四
十
九
日
の
い
ず
れ
に
も
解
し
う
る
。
だ
が
後
者
の
場
合
、
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）、
長
行
十
四
歳
の
時
に
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
こ
と
に
な
り
、『
和
歌
雑
集
』
に

収
め
ら
れ
る
歌
が
、
巻
末
に
記
載
の
あ
る
「
嘉
永
六
年
の
春
」
以
降
の
歌
で
あ
る
こ
と
と

齟
齬
を
生
じ
る
。
ま
た
、
長
行
の
「
七
め
ぐ
り
の
忌
」
の
用
例
を
見
る
と
、
同
じ
『
和
歌

雑
集
』
二
〇
五
歌
に
「
十
月
町
田
■
翁
七
め
ぐ
り
の
忌
に　

過
ぎ
し
世
を
し
た
ふ
園
生
の

袖
垣
に
た
え
ず
し
ぐ
る
ゝ
窓
の
松
風
」、『
甲
寅
夏　

詠
草
』
七
歌
に
「
七
め
ぐ
り
の
忌
に

　

天
津
空
む
か
し
の
月
の
俤
を
し
の
ぶ
こ
ゝ
ろ
も
霞
む
夜
半
哉
」
と
あ
り
、
過
ぎ
去
っ
た

昔
を
懐
か
し
む
心
情
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
七
回
忌
の
意
味
に
解
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら

れ
る
。

（
12
）『
鹿
島
重
好
歌
集
』
二
四
六
歌
に
「
嘉
永
六
年
九
月
二
十
日
あ
ま
り
五
日
の
日
、
母

み
ま
か
り
給
ひ
て
野
辺
に
送
り
て
帰
る
と
き　

柞
葉
の
名
残
の
露
を
身
に
し
め
て
い
つ
ま

で
な
か
む
夜
半
の
虫
の
音
」
と
し
て
見
え
る
。
参
照
、
拙
稿
「【
翻
刻
・
解
題
】『
鹿
島
重

好
歌
集
』」（『
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
五
四
号
、
平
成
三
一
年
三
月
）。

（
13
）『
類
題
鰒
玉
集
』
八
編
は
、
加
納
諸
平
が
編
集
途
中
の
稿
本
（
正
宗
敦
夫
旧
蔵
）
が
岡

山
県
備
前
市
の
正
宗
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
稿
者
は
中
澤
伸
弘
氏
か
ら
私
信
で
同
書

に
鹿
島
長
行
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
教
示
さ
れ
、
同
文
庫
で
当
該
書
を
閲
覧
し
た

と
こ
ろ
、
長
行
の
歌
が
六
首
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、『
類
題
鰒
玉
集
』
八
編
の
書

誌
に
つ
い
て
は
、『
類
題
和
歌　

鰒
玉
・
鴨
川
集
』
六
（
ク
レ
ス
出
版
、
平
成
一
八
年
四
月
）

の
解
題
を
参
照
。

（
1４
）『
無
題
歌
合
集
』
と
共
通
す
る
歌
が
二
首
あ
る
が
、
直
接
に
は
『
甲
寅
夏
詠
草
』
か

ら
の
採
録
と
み
ら
れ
る
。

〔
付
記
１
〕

　

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
の
文
学
・
歴
史
関
係
資
料

の
研
究
と
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
、
代

表
・
田
中
則
雄
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「
近
世
後
期
の
鳥
取

の
和
歌
に
関
す
る
資
料
調
査
と
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号20K

003５9

代
表
・
渡

邊
健
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
付
記
２
〕

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
資
料
の
閲
覧
、
翻
刻
と
写
真
の
掲
載
を
ご
許
可

い
た
だ
い
た
山
陰
歴
史
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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On four kinds of the draft of waka which 
Kashima Nagayuki compiled

WATANABE	Ken
（National	Institute	of	Technology,	Yonago	College		Department	of	Liberal	Arts）

〔 A b s t r a c t 〕

　This	paper	will	describe	 the	result	of	 study	on	 four	kinds	of	 the	draft	of	waka	which	
Kashima	Nagayuki	compiled.According	to	 the	present	research,	 their	creation	and	mutual	
relation	can	be	thought	of	as	follows.
They	were	written	 from	1853	 to	1857	by	Kashima	Nagayuki	who	was	 the	ninth	of	 the	
Kahima	family	that	was	a	wealthy	merchant	in	Yonago	in	the	late	Edo	period.In	the	spring	
of	1854	Nagayuki	made	a	manuscript	called“Mudai	utaawase-syu”which	compiles	20	times	
of	poetry	parties	or	poetry	contests	held	in	Kashima	family,	and	in	the	summer	of	the	same	
year	he	made“the	draft	of	waka	1854	summer”.Thereafter	he	created	 “waka-zassyu”	and	
“waka	Nagayuki”	 in	 this	order	by	around	1855	or	1856,	and	 furthermore	he	arranged	and	
enlarged	“waka	Nagayuki”	to	compile	“Saifu-syu	2	henryou”	in	1857.

Keywords:	The	Kashima	family,	Kashima	Nagayuki,	Yonago	poetry	circle,	Ruidai	Waka-syu
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